
ツ
イ

l
ツ
キ

挽
回
せ
ん
主
欲
し
、
居
を
山
代
に
修
し
て
自
ら
陶
栄

一

に
従
取
し
、
晩
年
に
は
附
閉
山
県
絞
の
敢
闘
と
な
っ
た
。

一

明
治
サ
=
一
年
授
。

一

ツ
カ
主
-
ア
ホ
塚
谷
保

江
沼
郡
に
在
っ
た
。
長

一

氏
系
闘
に
、
長
谷
部
信
辿
が
建
久
年
中
命
に
よ
っ
て
-

加
賀
の
凶
徒
キ
一
平
ら
げ
、
軍
功
を
以
て
塚
谷
保
を
脇

一

う
た
と
あ
る
。
併
し
尿
谷
保
を
領
し
た
も
の
は
信
辿

一

で
は
な
〈
、脱
辿
と
す
る
践
が
正
し
い
ゃ
う
で
あ
る
。

一

ツ
カ
h
F

ニ
ユ
キ
ア
キ
ラ
塚
谷
五
明

大山一
一寺
務

一

士
。
泊
桝
糊
右
衛
門
。
安
永
三
年
家
を
閉
山
ぎ
、
作

m
一

務
行
容
に
朕
任
L
、立
政
十
年
知
行
六
十
石
に
泌
み
、
一

部
溶
行
と
な
り
、
文
政
七
年
正
且
サ
七
日
六
十
九
段

一

で
波
。
そ
の
一
刊
に
笈
閉
山
紀
間
二
容
が
あ
る
。

一

ツ
カ
ノ
ゼ
ン
ゾ
ウ
栴
野
善
一
搬
能
美
郡
一
円
聞
の

一

人
。
出
十
嵐
篤
好
に
早
ん
で
測
蹴
を
能
〈

L
、
民
事

一

の
初
比
隣
の
耕
地
山
林
を
丈
対
し
た
。
明
治
十
八
年

一

六
十
俄
肢
を
以
て
授
。

一

ツ
カ
ヒ
パ
ン
使
番

院
長
七
年
前
凶
刑
部
利
勝

一

の
御
使
訴
に
命
ぜ
ら
れ
た
の
が
山
田
胞
に
見
え
る
始
で

一

あ
ら
う
。

十
一
日
ヰ
戚
旧
助
九
郎
三
成
、
十
六
年
野
雌

一

市
左
衛
門
長
次
が
命
ぜ
ら
れ
、
共
の
外
に
背
地
四
郎

一

左
衛
門
光
綱
容
の
名
が
あ
る
。
元
利

・
冗
永
に
も
助

一

め
た
者
が
多
か
っ
た
が
、
市
山
泊
二
年
常
役
を
阪
し
て

一

在
役
八
b

引
を
必
じ
た
。
此
の
時
ま
で
役
料
二
百
石
、

一

座
列
は
足
較
…肌の
下
、
結
訴
闘
の
上
列
で
あ
っ
た
。

一

共
の
後
延
貸
元
年
三
月
十
一
日
再
び
背
木
主
計
正

一

的
・
荒
木
諮
太
夫
直
長
・
牢

m惣
兵
衛
長
瀞
・
河
合
彦

一

九
郎
・
箕
浦
新
左
衛
門
・
大
河
原
五
左
衛
門
長
貞
・村

一

上
助
右
衛
門
元
重
・
赤
尾
平
九
郎
・北
川
又
右
衛
門
宣

一

ツ
キ
ウ
ラ
月
浦

河

北

胤
訓
上
庄
に
凶
す
る
邸

茂

原

m
x右
術
門
長
短
・闘
箆
新
兵
衛
政
容
の
十

一
一
訴
c
白
川
町
の
畑
刷
出
に
、
こ
の
村
釘
森
下
川
総
に
御
作
山

人
を
命
じ
、
各
役
科
百
五
十
石
を
賜
は
り
、
殴
め
て

一
山
が
あ
り
、
そ
の
下
に
お
ひ
の
川
駅
が
あ
る
o
型
人

諸
諮
問
下
列
た
る
べ
き
買
を
命
ぜ
ら
れ
、
以
来
辿
約

一
m
括
経
の
叩
倒
し
た
腕
と
口
問
す
る
と
記
す
る
。

し
た
が
、
人
数
の
多
少
は
不
定
で
あ
っ
た
o

ツ
キ
カ
ゲ
ノ
月
影

野

石

川
川
町
胎
か
ら
剛
山
谷

ツ
カ
ザ
キ
ホ
束
前
保
東
寺
町
酷
孔
安
四
年
十
H

附
附
献
に
、町
東
寺
領
加
れ
川
間
山
則
前
保
刺
準
鼠
-d
上
、

お
位
保
南
北
地
尚
治
山
次
郎
資
家
云
々
。
』
乾
一芯
苅
年

十
一
且

H
八
日
附
左
郎
助
・
中
務
大
川
町
附
判
、
派
戸

粥
三
郎
入
泊
施
腕
の
文
自
に
、
『
加
引
凶
現
前
保
雑
草

ツ
カ
h
F

ニ
セ
ン
塚
谷
浅
沼
解
を
得
右
衛
門
と

い
ひ
、
後
に
抽
出
と
抑
制
L
、
竹
叫
引
を
以
て
鋭
と
し
た
。

初
め
大
地
帯
滞
に
仕
へ
、
除
八
十
石
を
栄
け
、
近刷出

役
一兆
締
役
を
勤
め
た
。
抽
出
世
を
当
城
に
出
ぴ
、
次
い

で
器
削

・
剖
則
氏
卿
に
仰
じ
、
後
組
子
H

叩
を
刷
出
ひ
、
父

狐
諜
刷
(
栄
に
訟
を
注
ぎ
、
勝
に
丸
谷
制
球
の
技
師
聞
を

五
四
七

領
凶
追
放
代
刑
と
斜
L
て
料
品
牢
二
年
を
命
じ
、
同
時

一

に
斬
刑
の
者
の
敢
に
曾
し
て
コ
一
t肋
御
椛
諸
政
代
刑

一

に
減
ぜ
ら
れ
た
る
後
、
百
円
び
咋
を
犯
す
昨
は
、
そ
の

一

軽
震
に
狗
ら
ず
死
刑
に
雌
す
る
ζ

と
h

し
た
。
か
く

一

て
-
旦
節
民
を
務
外
に
抱
」
こ
と
は
止
ん
だ
が
、
後

一

ツ
カ
ダ
イ
ツ
ケ
イ
塚
田
一

長

金
搬
の
例
入
。

に
は
又
江
戸
に
人
ら
ざ
る
保
件
で
泊
仰
臥
す
る
こ
と
が

こ
制
的
諮
筒
、
後
そ
の
民
名
一
向
却
を
以
て
蹴
と
し
、
森

初
り
、
之
を
御
捌
所
外
地
放
と
い
-ヲ
た
。
こ
の
外
出
剛

一
下
山
町
古
来
に
欄
嗣
い
で
能
脳
同
地
と
抑
制
し
た
o
表
HHP-栄

内
を
雌
れ
る
必
以
は
な
い
が
、
従
来
の
間
引
地
か
ら

一
と
し
、
明
治
三
十
二
年
七
H

月
十
抗
日
七
十
一
古
川
凶
を
以

迫
政
す
る
を
防
御
泊
放
と
い
ひ
、
都
村
に
在
っ
て
泊
て
別
問
。

山川

L
と
抑
制
す
る
も
の
も
そ
れ
に
同
じ
か
っ
た
。
凶
に
e

ツ
カ
ダ
ガ
ハ
塚
田
川

肌
崇
出
入
伏
山
の
耐
閉
山

加
れ
滞
で
は
似
山
上
口
に
も
下
口
に
も
山
政
し
た

一
久
手
川
聞
か
ら
波
L
、
四
枕
し
て
久
子
川
を
純
、
騒

が
、
大
山
弔
寺
務
で
は
上
ロ
の
み
に
之
を
命
じ
た
。
下

一
川
に
京
っ
て
桜
に
入
る
。
椛
松
六
粁
。
能
積
名
跡
芯

口
は
宗
叩wm別
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
に
、『
怖
心
よ
り
惣
聞
に
行
く
本
道
に
、
原
川
村
従
来

ツ
イ
ホ
ウ
ダ
イ
ケ
イ
追
放
代
形

J
ツ
イ
ホ
ウ

一
に
氏
五
聞
の
舗
あ
り
。
』
と
あ
る
。

治
政
。

一

ツ
カ
去
二
塚
谷
江
川
山
部
山
中
谷
に
臨
す
る
部

ツ
ウ
ガ
ン
ジ
温
願
寺
能
尖
川
町
刊
出
に
在
っ
て
‘
一
前
。
江
沼
芯
前
に
、
こ
の
村
の
川
協
に
長
谷
忠
信
泌

認
宗
耐
用
仮
に
印
刷
す
る
。

一
の
即
断
が
あ
る
が
、

一
一
蹴
に
長
谷
川
村
で
あ
る
と
す

ツ
ウ
キ
ヨ
ウ
ジ
温
敬
寺

川崎
'T
州
大
川
に
在
つ

一
る
も
の
も
あ
ろ
と
記

L
、
父
間
前
に
尿
谷
村
の
川
陪

て
、
民
宗
取
仮
に
凶
す
る
。

一
に
い
川
桁
子
位
、
山
聞
に
約
粧
が
あ
る
と
犯
し
て
ゐ

ツ
ウ
ゲ
ン
ジ
ヤ
テ
レ
イ
温
幻
宿
怨

W
制
宗
の

一
石
。
灯
辿
の
開
悩
の
こ
と
は
艇
で
あ
ら
う
。

附
O

M

M
後
の
入
。

4
十
七
に
し
て
州
の
大
光
寺
に
wm
一

ツ
カ
空
ユ
イ
シ
塚
谷

石

江

抑
制
m抑
制
什
に
在
す

髭

L
、
後
耽
附
方
に
遊
び
、
治
に
蛾
山
紛
阪
の
箆
に
入

二
O
T
刊叶判
。
石
英
則
間
組
側
脚哨
忙
広
告
で
、
町
会
〈
粗
利
、

っ
て
、
郎
永
元
年
総
符
苛
に
上
。
、
制
川
船
之
が
川
畑
W
H
叫
色
.h必
巾
に
自
己
関
紙
物
質
を
刷
出
在

L
、
倒

披
の
永
祁
寺
中
」
側
め
る
に
M
M
，ひ
そ
の
川
川
山
と
な
っ
ぃ
。

た
。
明
徳
七
年
絞
。
年
七
十
。
峨
山
門
ド
五
訴
の
一

人
に
数
へ
ら
れ
る
。

ツ
カ
ザ
キ
塚
崎

町町。

河
北
川
升
上
正
に
M
闘
す
る
郁

ツ
カ
h
F

ニ

ガ

ハ

縁
谷
川

江
悩
端
山
中
鎖
の
水

無
山
間
谷
か
ら
山
で
、
原
谷
領
に
主
っ
て
大
刑
事
寺
川

に
合
す
る
。

阿
印
巾
一
E

々
。
』
な
ど
h

あ
る
。

加
到
芯
徴
に
、
東
前

保
は
河
北
梢
域
附
で
は
あ
る
ま
い
か
と
す
る
。

ツ
カ
タ
塚
田

臥
話
相
川
版
刷
郷
に
M

幽
す
る
部

u
n
o
 

t
 

ツ
カ
モ
ト
キ
チ
エ
モ
ン
塚
本
吉
右
衛
門
大
型

寺
滞
の
御
大
工
。
延
飽
六
年
十
一
月
御
街
地
細
工
人

に
召
出
さ
れ
、
歩
組
に
編
L
、
切
米
二
十
五
依
を
受

け
、
夜
、
京
六
年
長
統
一
宇
を
建
遁
し
て
、
十
二
月
五
依

を
加
榊
せ
ら
れ
、御
路
地
削
工
所
航
円
粂
役
と
な
b
、

平
保
八
年
正
且
裂
し
た
。
平
年
七
十
六。

ツ
カ
モ
ト
ノ
リ
ヒ
サ

塚
本
則
耳
目

泌
総
次
左
衛

門
。
印
刷
川
十
二
年
謎
父
利
多
訴
の
治
知
二
刊
石
を
州
四

日吉
、
御
mm
迦
に
班
し
た
が
、
天
明
四
年
九
刃
十
五
日

出
を
得
て
一
門
御
飯
と
な
h

リ
、
五
年
四
月

H
七
円
刈

行
を
召
放
さ
れ
た
。

ツ
カ
モ
ト
ヰ
エ
モ
ン
察
本
猪
右
衛
門
初
め
刑

問
利
政
に
印
刷
L
‘
院
長
引
年
大
山
主
守
の
役
に
武
功
が

あ
り
、
脳
陣
の
後
二
百
五
十
布
を
得
た
。
利
政
の
除

封
以
後
円
叫
山
山
城
長
知
の
皿
一
力
と
な
り
‘
V
A
本
多
安

偲
政
由
民
に
鵬
じ
、
元
利
元
年
の
役
に
瓜
似
し
、
後
史

に
長
知
に
院
し
て
三
円
石
を
覚
け
た
。
一
ナ
助
法
は
利

治
に
初
出
さ
れ
て
二
円
五
十
討
を
得
た
が
、
後
間
次

左
術
開
川
に
京
っ
て
天
川
凶
作
総
炊
し
た
。

ツ
キ
ア
カ
リ
月
あ
か
り

一
加
。
外
相
に
制

約
と
的
問
が
あ
る
。
全
部
の
制
人
特
野

・
川町出罰則酬
。

資
料
十
三
年
巾
枚
一
卜
協
眠
、
列
陥
の
的
脱
出
序
、
繁一

政
。
板
一苅
不
明
。
川
附
却
の
選
ん
だ
附
句
の
秘
胞
と
す

べ
き
も
の
内
俄
句
、
狐
興
開
校
活
と
凶
L
て
附
一
見
が

布
凶
か
ら
附
い
た
側
一刷
、
及
び
倣
仙
二
容
を
級
世
た

も
の
で
あ
ろ
。

ツ
ギ
イ
ヘ
次
家

る
。
郎
永
後
。

加
れ
の
万
一ム
。
次
家
作
と
切

圃


